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研究成果の概要 

[課題 1] I. sakaiensisの PET代謝機構の全容解明: PET代謝時に発現上昇する二成分制御系を構成す

るセンサーキナーゼとその推定ターゲットである転写因子に着目し、そのシグナル伝達機構の解明に

取り組んだ。野生株、遺伝子破壊株を用いた in vivo解析の結果、本系が PET代謝への迅速な適応に関

与していることが示唆された。本制御機構の解明により、本菌の PET分解機構の全容解明が一気に進む

可能性がある。また、I. sakaiensisより新たに同定した PETオリゴマー分解酵素はこれまでの酵素と

異なる基質特異性を持つことが判明し、その構造―機能相関解析を進めた。新たな PET分解関連酵素の

同定により、I. sakaiensisには研究開始前に考えられていたよりも、より精巧な PET分解・代謝のメ

カニズムを有していることがわかってきた。[課題 2]新規 PET分解菌のスクリーニング：PET分解性を

示す土壌の集積培養を進めた。一方で、メタゲノム解析による PET分解酵素遺伝子の探索を開始した。

[課題 4] 高機能型 PET分解酵素の創製：高安定な PET分解性酵素 LCCに PETaseの特徴的なアミノ酸を

導入することにより、高活性かつ高 PET特異性、高安定な PET分解酵素の創出に成功した。 
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